
問１ 貴社の状況について、お伺いします。（１）～（４）についてそれぞれ該当する番号を回答欄に

（１） 資本金：
1 2 3
4 5 6
7 8

（２） 従業員数：役員を除き、常時使用する従業員数（パート・アルバイトを除く）
1 2 3
4 5 6

（３） 売上高（年間）：１～６月決算の方は直近の決算、それ以外の方は今期の見込み。
1 2 3
4 5 6
7 8 9

（４） 経営者の年齢：代表者の年齢層について
1 2 3
4 5 6
7

問２
（１） 業界の中期展望：貴業界の市場規模の見通しについて、１つご回答ください。

1 拡大見込 2 横ばい 3 縮小見込 4 わからない

（２） 業界の競争環境：貴業界の競争環境の見通しについて、１つご回答ください。
1 激化する 2 横ばい 3 緩和する 4 わからない

（３） 貴社の事業方針：貴社事業の展望について、１つご回答ください。
1 拡大 2 現状維持 3 縮小 4
5 わからない

１億円超～３億円以下 ３億円超

ご回答ください。

１千万円超～３千万円以下

５００万円以下個人事業主 ５００万円超～１千万円以下

３千万円超～５千万円以下 ５千万円超～１億円以下

１０億円～５０億円未満

廃業を検討

Ⅰ．業界および自社の見通し等について

今後３～５年先の中期展望について、お伺いします。

《アンケートにご回答頂いた調査項目》

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代
５０歳代 ６０歳代 ７０歳代
８０歳以上

１千万円未満 ３千万円～５千万円未満

５千万円～１億円未満 １億円～５億円未満 ５億円～１０億円未満

２１～５０人
５１～１００人 １０１～３００人 ３０１人～
０～５人 ６～２０人

１千万円～３千万円未満

５０億円～１００億円未満 １００億円以上
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問３ 今年２０２５年１月～６月現在の売上とコストの状況について、昨年２０２４年１月～６月
と比較して該当するものをそれぞれ１つご回答ください。
（１）

1 2 3
4
5 6 7

（２）
1 増加 2 不変 3 減少

（３）
1 2 3
4 不変
5 6 7

（４） 費用等 ： 該当するものを以下の枠内1～7からそれぞれご回答ください。
ア

イ

ウ

エ

オ

1 2 3
4 不変

5 6 7

問４ 収益状況（経常利益）に関して、（１）～（３）の見通しについて該当するものをそれぞれ
以下の枠内1～3からそれぞれご回答ください。
（１）

（２） 前期（直近決算期）

（３）

1 2 3

問５ 経常利益や手元資金における今後の主な使途について該当するものをご回答ください。
（複数回答可３つまで）

1 従業員の賃上げ 2 内部留保 3 設備投資

4 5 6
7 研究開発 8 役員報酬・賞与 9 株主への配当
10 その他

問６

1 2
3 4
5 取り組む予定はない

売上高

販売・受注単価

概ね１０％以上増加

販売・受注量

Ⅱ．売上・収益の状況および新たな取組みについて

概ね２０％以上下落

概ね３０％以上上昇

概ね３０％以上下落

前々期

運送費

その他経費・（広告費等）

概ね２０％以上上昇

原材料・仕入費用

概ね１０％以上上昇

概ね５％以上下落 概ね１０％以上下落

不変
概ね１０％以上減少

概ね３０％以上増加

を全てご回答ください。（複数回答可）

※設備投資：太陽光パネルや省エネ機械、重機、電気自動車等の導入、LED照明設置、施設の高断熱化など

ゼロカーボン北海道の実現に向けた脱炭素化の取り組み状況について、該当するもの

既に取り組んでいる（設備投資）

※設備投資以外：テレワーク・オンライン会議の実施（車輛によるCO2発生の抑制）、敷地内緑化への取組み、プラスチック製品使用の抑制など

取り組むかどうか検討している
既に取り組んでいる（設備投資以外）
取り組みたいが何をすべきかわからない

概ね３０％以上減少

概ね５０％以上増加

概ね５０％以上減少

概ね２０％以上下落

今期の見通し

人材育成・福利厚生の充実有利子負債の削減人材確保（採用活動等）

概ね１０％以上上昇

概ね１０％以上下落

概ね２０％以上上昇

エネルギー費用

労務費・人件費

概ね５％以上上昇

黒字 収支トントン 赤字
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問７ 貴社の人員の過不足状況について、該当するものを１つご回答ください。
1 不足 2 適正 3 過剰

問８ 問7で「 1不足 」と回答した方に質問です。
人手不足の対応策について、該当するものを全てご回答ください。（複数回答可）

1 2
3 4
5 業務の効率化 6
7 8 時間外労働による対応
9 10
11 外国人労働者の活用 12 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問９ 設備投資についてお伺いします。
（１） 今年（２０２５年1月～１２月）の設備投資（予定を含む）について、該当するものを１つ

ご回答ください。
1
2
3
4

（２） 来年（２０２６年1月～１２月）の設備投資の予定について、該当するものを１つご回
答ください。
1
2
3
4

問１０ 現在の資金繰りの状況について、該当するものを１つご回答ください。
1 2
3 4

問１１ 資金繰りに関する相談先について、該当するものを全てご回答ください。（複数回答可）
1 2 3
4 5 6
7

問１２ 景気回復のためにどのような政策が必要と考えますか。
当てはまるものをすべてご回答ください。(複数回答可)

1 2
3 4
5 個人消費の拡大策 6
7 8 雇用対策

人手不足の解消 中小企業向けの支援策の拡充
原材料不足や価格高騰への対策 個人向け減税措置

法人向け減税措置
個人所得の増加

取り組む必要がない
定年の延長・高齢者の活用

相談していない

事業は好調だが、資金繰りは苦しい

商工会議所
その他

顧問税理士
自治体

金融機関
コンサルタント・専門家

新規設備投資、既存設備の改修・定期更新を共に行う予定

既存設備の改修・定期更新を行った

安定している
事業が不調で、資金繰りも苦しい その他

新規設備投資を行う予定

新規設備投資を行った

既存設備の改修・定期更新を行う予定

新規設備投資は行わない予定

新規設備投資は行わなかった

Ⅲ．経営資源・資金繰りについて

IT化等設備投資による生産性向上

副業・兼業人材など外部人材確保

正社員の採用
パートタイマーなど有期雇用社員の採用
社員の能力開発による生産性向上

事業規模の縮小、拠点の整理・統合

新規設備投資、既存設備の改修・定期更新を共に行った
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問１３ 価格転嫁の状況についてお伺いいたします。
該当するものを以下の枠内1～6からそれぞれご回答ください。
（１） 原材料・仕入費用

（２） エネルギー費用

（３） 労務費・人件費

（４） 運送費

（５） その他経費（広告費等）

1 2
3 4
5 6

問１４ インボイス制度の導入状況についてお伺いします。
インボイス制度を導入していますか。当てはまるものを1つご回答ください。

1 はい 2 いいえ 3

問１5 問１４で「2いいえ」「3一度登録したが取消した」を選択した方にお伺いします。
（１） インボイス制度を導入していないまたは、登録解除した理由をご回答ください。

1 消費税の支払が発生する 2 売上に影響がない
3 4

（２） インボイス制度を導入しないことで顧客からの取引に影響はありましたか。
1 大変ある 2 ある
3 4
5

※講習会等のテーマで要望があればご記載ください。

全く転嫁できていない
４～６割転嫁できている
１０割転嫁できている

制度理解が難しく対応に不安がある事務作業の軽減

一度登録したが取消した

商工会議所への要望等

その他

ない どちらとも言えない
全くない

Ⅴ．その他

国・道への要望等

士別市への要望等

コストが上昇していない

　　　　　●要望がございましたらご記入ください。（自由記述）

１～３割転嫁できている
７～９割転嫁できている

Ⅳ．取引環境について
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